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加賀　大資    氏
 か  が　　   だいすけ

早坂　  淳       氏
はやさか       じゅん

公立大学法人長野大学 社会福祉学部 教授

中村　純二    氏
なかむら　 　 じゅんじ

こどもの居場所がある地域づくり

認定 NPO法人全国こども食堂支援センター

むすびえ公共政策領域ディレクター

認定 NPO法人カタリバ

自治体連携プロジェクトマネージャー
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▼秋田：皆様こんにちは。ただいまご紹介いただき

ました学習院大学の秋田でございます。本日のテー

マ、「こどもたちの笑顔がいきかう地域の取り組み

～こどもの居場所がある地域づくり」を開催させて

いただきます。

　こどもたちの数が減り、またコロナ後、こどもた

ち同士の関係が薄くなったと言われるようになって

ございます。そして悲しいことではございますが、

不登校の数が 35万人を超え、また、こどもたちの自

殺者の数も増えているところです。私どもは何がで

きるのか。今日のカギは、こどもの居場所って一体

何なんだろうか。そしてそれを、各地域が地域づく

りとして居場所を作る。それは誰がどのようにして

できるんだろうかということで、この分科会を進め

させていただきたいと思います。まさに、実際に取

り組んでおられる 4人の方々が、それぞれの立場か

らお話をくださいます。私がご紹介するというより

も、まずは自己紹介をしていただいて、それからそ

れぞれのお取り組みのお話を伺いたいと思います。

　それでは最初にこども家庭庁の、嶋崎様の方から

お願いをいたします。

▼嶋﨑：こども家庭庁から参りました成育局成育環

境課の嶋崎と申します。皆さん冊子を開いていただ

きますと、実は今日、成育環境課長の安里が来る予

定でございました。私になってしまって本当に申し

訳ございません。今日、皆さまと安里の方、交流さ

せていただくことを本当に楽しみしてたんですが、

急な公務が昨日入ってしまいまして急遽、代打で私

が来させていただいております。ただ、私も日頃は、

この成育環境課で居場所係という係を担当しており

ます。まず今日はそういう係があるということを皆

さんに知っていただくことが大きいかなと思ってお

りますので、そこにかけたらこの顔に繋がると思っ

ていただいて、今日は顔の見える関係になると私は

思っております。今日皆さんからいただいた熱量と

メッセージは、安里にも伝えるつもりでいますので、

よろしくお願いいたします。

▼秋田：嶋崎様ありがとうございます。それでは続

きまして、加賀様お願いします。

▼加賀：改めましてよろしくお願いいたします。む

すびえという団体で、今居場所づくりを自治体向け

に支援している事業を担当しています加賀と申しま

す。実は私は昨年の 3月まで、こども家庭庁の職員

でいました。前々職は、実は次の次の中村さんが働

いているカタリバという団体で働いていました。な

ので、実はこの今の立場は別なんですけど、前職と

前々職の団体の職員でもあったということで、民間

の居場所づくりの話と、そして少し政策のお話を混

ぜながら、居場所づくりの話をさせていただければ

と思います。本日は、よろしくお願いします。

▼秋田：加賀様ありがとうございます。それでは続

きまして、早坂様お願いをいたします。

▼早坂：皆さんこんにちは。私は長野県上田市から

参りました。公立大学法人長野大学に勤めておりま

す早坂と申します。私は普段、学校教育と社会教育

を融合しながら、地域の力を学校に集結させて、こ

どもたちの笑顔を大人たち総出で作っていくにはど

うしたらいいか、それを理論的・実践的に考えてい

る人間でございます。今日は、皆さんとこうやって

ご一緒させていただき、まさに皆さんの熱量をいた

だきにこちらに伺いました。私も精一杯務めさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

▼秋田：早坂様ありがとうございます。それでは続

きまして、中村様お願いいたします。

▼中村：認定 NPO法人カタリバから来ました中村純

二です。私は、今、加賀にいて、加賀市の教育委員

会と一緒に不登校政策を伴走して実装しております。

2 年ほどなので、まだ加賀市のことはそこまで詳し

くないのかもしれませんが、加賀市の実情を紹介し

ながら、皆さんと一緒にこの加賀で何ができるのか

っていうのを考えていけたらなと思っております。

よろしくお願いします。
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▼秋田：中村様、ありがとうございます。こういう

メンバーで 3時までお付き合いください。

　それではまず最初に、国の動向として、居場所の

ことがどのようになっているかということを、嶋崎

様からお願いをいたします。

▼嶋﨑：それではよろしくお願いいたします。まず

は冒頭、地域でつくるこどもの居場所づくりという

ことで、国の目指すビジョンを皆さんにお示しでき

るといいかなと思ってお話させていただきます。

　今日は、「こどもまんなか」という言葉、最近皆さ

んよく聞かれますかね。「こどもまんなか」っていう

そのメッセージというものを皆さんにお伝えしたい

なと思っております。

　まずこのスライドなんですが、こども家庭庁のホ

ームページの方にも出させていただいております。

こども・若者の皆さんに向けたメッセージになって

おりますが、この「こどもまんなか」ということで、

一人ひとりの意見を聞いて、その声をまんなかに置

き、アクションをしていく。最も良いことは何かを

考えて政策に反映していく。皆さんや子育てしてい

る人たちの困ってる事に向き合い、いざというとき

に守るための仕組みを作っていきますよ、というメ

ッセージが込められております。

　この理念なんですけれども、「こども基本法」と

いうものがございます。すべてのこどもが自立した

個人として、健やかに成長できるようにということ

で、資料 3ページまんなかのところになるんですが

1番～ 6番ということで、差別を受けないこととか、

福祉の権利が等しく保障されること、また 3番の意

見ですね、意見を表明する機会を設けるとか、4 番

の最善の利益が優先されるということが書いてあり

ありますので、この「こども基本法」のポイントを

押さえていただけるとありがたいと思っております。

　「こども大綱」です。こども基本法は令和 5年 4月

に施行しているんですけれども、令和 5 年 12 月に

こども基本法に基づいて、今後、5 年程度の施策の

方向性を示したものが、この「こども大綱」という

ものになります。ここの大きいポイントなんですが、

このライフステージっていう言葉なんですね。この

ライフステージごとの重点項目として、政策を考え

ていきたいということで、幼児期と学童とか思春期

では、やっぱり育むものが違うということになりま

すので、例えば、幼児期であれば、well-beingの基

礎を築く時期ということが、記されています。学童

期・思春期には、自己肯定感または社会性などを育

む、という時期になりますので、そのライフステー

ジというものを意識した施策を、組んでいきたいと

いうふうに思っております。また、別の視点として、

切れ目というものをなくしていくということも大事

であるということは、ポイントとして押さえていき

たいと思っております。

　本日皆様には、この大綱の元に作られている国の

二つのビジョンというものを、ご理解いただいてお

帰りいただきたいなと思いますので、ビジョンのご

紹介をさせていただきます。

　まず、「はじめの 100か月の育ちビジョン」という

ビジョンでございます。皆さん、今日はピンク色の

冊子をお配りさせていただいてるかなと思っており

ます。実はこれ秋田先生にもいろいろお話をいただ

きながら、こども家庭庁で今進めているビジョンの

ひとつでございます。この「はじめの 100か月」と

いうのは小学校 1年生ぐらいまでの年齢のことを言

うんですけれども、この期間の中で将来にわたって

幸せの基礎をつくっていく時期ということに重きを

おいているものになります。

　冊子をめくっていただきますと、このビジョンの

大切にしたいポイントが記されているんですが、1、

2、3、4、5と 5つあります。

　1 番目、こどもの尊厳ですね。こどもの権利と尊

厳を守るとあります。この権利を守るというところ

と、この 2番目。ここが大事なポイントかなと思っ

ております。こどもにとっては、まず安心できる環

境があって、その環境の中であればこそ、やってみ
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たいという気持ちが生まれてくる。やってみて失敗

するということはもちろんあると思うんですが、失

敗するとしたときに、じゃあ次これやってみようか、

こうやってみようか、みたいなことを、誰かと共有

しながら次のチャレンジに進んでいく、この過程が

非常に大事なんじゃないかということです。

　4 番目の方は well-being と書いてある。これは

保護者の方にとっても大事な時期で、正直この 100

か月は、親御さんにとっては大変な時期。人の手を

借りたい時期だと思うんですね。こういう時期を、

誰かの手を借りて、成功体験、良かったって思える

経験をすることは、非常に大きいと思っております

ので、このときにどういう方と接することができる

か、というようなことが、ポイントになるかなと思

っております。

　5 番目は、様々な地域の方との関係性の中で、厚

みを持った地域づくりをしていくということが大事

ではないか、というポイントを示しているものにな

ります。

　皆様にお渡しした冊子の他にも、解説書というこ

とでハンドブックや動画等も作っております。また

黄色い冊子等もホームページで見ていただけますの

で、どうかこども家庭庁の「はじめの 100か月」と

検索していただきますと、様々なものがご用意され

ております。是非、地域に帰って、皆様にご紹介い

ただければいいかなと思っております。特に、この

黄色い冊子になりますけれども、今、10 代だから

できることであるとか、あと、お互いさまとか、自

分時間をどう使っていくかとか、地域で共育ちとか、

そういうことのポイントをまとめているものになり

ますので、是非ともご覧いただきたいなと思います。

　そして、「はじめの 100 か月の育ちビジョン」の

地域コーディネーターという養成事業もありますの

で、今地域の中でこのコーディネーターとして、親

御さんと地域の方の接点を作ったりとか、そういう

仕掛けをどんどんやっていくみたいなことの事例も

取りまとめていますので、ご参考いただけるといい

かなと思っております。

　続きましてもうひとつのビジョン、「こどもの居場

所づくりに関する指針」というものを示しているの

でご紹介させていただきます。

　皆さんこういう図って見たことあるかな。これは

こどもたちにとって居場所はどういう居場所と感じ

ますかとか、皆様にとっていくつぐらい居場所だと

思えるところがありますかなどを記した図になって

おります。

　ちなみに皆さん、居場所と聞いて自分にはこうい

う居場所があるよ、っていうのが何個ぐらい思い浮

かべますか。一回イメージしてみて、自分の部屋と

か、車の中とか、お風呂の中とか、喫茶店の角っこ

のスペースとか、大人の皆さん誰にとっても、その

居場所って、それぞれあるかなと思うんですけど、

こういう居場所がたくさんあればあるほど、その人

にとって自己肯定感とか挑戦したいという気持ちが

高まりますよ、というのを表した図になっておりま

す。この子は家に居場所があるから、学校に居場所

があればいいんじゃないか、って言うものではなく

て、また、居場所の数が多ければ多いほど、その地

域で暮らしたいなとか、ここで自分も頑張りたいな、

っていうものが育まれていくということを表した図

になっております。

　様々な、居場所づくりが必要になってきた背景と

いうものがございます。地域のコミュニティが希薄

になっていることとか、様々な家庭環境のお子様が

増えてる、また、虐待が増えてるというものが背景

にございます。あと、外国籍のお子様がいらっしゃ

ったりとか、価値観の多様化もあって、この居場所

づくりというものが進められてきている現状がござ

います。

　私も実は田舎の人間なんです。今年の区の総会み

たいなのありますよね。それに参加したんですよね。

区の総会に参加すると、もうそろそろ運動会とか、

秋祭りとか、なんかどんどん縮小したい、回数を減

らしたいみたいになるんですね、今、コロナを経て

るんですけど。こどもの頃にそういうところに出て

行って、自分の親がどういう地域の中で生活をして

るのか、人とつながっているのかとかを見れる機会

って、すごく僕の中で大きくて、ここで僕も過ごし

ていけば、こうなるんだなあって、イメージがすご

く沸いて、結果、今、自分は家に帰って、家を継い

でっていうことになっているんですけど、やっぱり

そういう機会ですよね。今あるものが、だんだん失

われてきてるということが、現状にあるのかなと思

います。
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　こどもの居場所づくりに関する指針ということで、

概要としてまとめたものになりますが、ホームペー

ジでも掲載してますので、ご覧いただけるといいか

なと思っております。

　先ほども申したような「こどもまんなか」という

フレーズですが、そういった中で、こどもの居場所

づくりを進めていっております。

　ポイントをご説明しますと、まずはこども・若者

が決めるものであるということになります。人から

言われて、ここはお前の居場所なんやって言われて

も、その子が居たいと思わなかったらそれは居場所

にならない、ですよね。やっぱりそういう意味で、

自分自身が決めるもの、こども自身が決めるものと

いうことがポイントになっております。

　ここが一番大きいポイントになっております。居

場所づくりは、このギャップ、こどもと大人のギャ

ップが生じるということになります。こどもたちに

とって、何か場所を作ってあげたいなあ、公民館が

どっか開放して場所を作る。でもこどもたちが来な

い。ということは、こどもたちにとっては、そこは

居場所になってないということになると思ってます。

そういった意味で、この居場所づくりというところ

は、まず、こどもたちがどういう動線を歩んでるの

かな、学校の帰りどこを歩いてるのかなとか、交通

構成は駅から降りてどこ行ってんだろうとか、そう

いうこどもとの生活、動きと向き合う中で、居場所

にこどもが求めていること、そして声を聞いていく

ことで、何かその設定が見つかっていくという、そ

のギャップを埋める作業が居場所作りになっていく

と考えております。

　こどもたちが行きたい、居たい、やってみたいと

思える、そういう環境を作っていくことが居場所づ

くりになっております。なかなかこどもたちが「こ

こに居たい」という言葉って、出ないです。「やって

みたい」なかなか出ないです。そういうものを引き

出せる場を作っていきたい。地域の中にこの居場所

づくりを進めるサイクルを、増やす、つなぐ、磨く、

振り返る、というふうにイメージをしております。

　また、今から居場所づくりを手がけていこう、取

り組んでいこうという中で、まず増やしていこう。

皆さん、その前にまずどこが居場所なんだろうって

いう、ニーズを把握するところから入ってると思い

ますが、そういう増やすところをまずしていただい

て、そこをつなげていくってことを、今やっていく

地域が多いんじゃないかなと思っております。

　こどもの居場所づくりで、皆さんの地元では、ど

ういうところが居場所になってるかな。児童館であ

るとか、こども会さんであるとか、様々あるのかな

と思うんですけど。本当にここに挙げたものだけじ

ゃなくて、先ほども言いましたが、例えば自販機の

あるスーパーの角っこの待合所みたいなとこあるじ

ゃないですか。ああいうところなんかたまり場にな

ってるなとか。こどもにとって、意外にそこが居場

所になってるみたいなところもあったりすると思い

ますので、こういう地域の中で、皆さんの身近なと

ころで、どういうところがこどもの居場所になって

るのかなっていろいろ考えてみてもらえるといいの

かなって思いますので、ひとつのこの図は参考にな

ると思います。

　居場所づくりなんですが、先ほど申しました、こ

どもの声を聞くとか、こどもの権利を守るというこ

ともありますが、官民の連携が大事になってきてお

ります。今日は、まずひとつのきっかけになるんじ

ゃないかなと思ってます。実際の職員の方とか、あ

とは地域の方、または一般企業の方もいらっしゃる、

またはボランティア、担当地域の活動をされてる方

もいらっしゃると思いますので、そういった方のご

協力なくしては、できていかないものになっている、

と思っておりますので、是非ともまた、今日をひと

つの契機として、連携というものの関係が作れてい

けばいいかなと思っております。

　こども家庭庁としては、こどもの居場所づくりに

関して、先ほどつなぐというポイントがありました

が、コーディネーターというものも事業として設け

ております。この居場所づくりコーディネーターと

いうものを置いていただいて、ニーズを把握するで

あるとか、あとこどもの居場所同士をつなぐ、また

は支援するみたいなことをやっていただけるといい

かなと思っておりますので、是非ともこういうもの

を参考に取り上げていただけるといいなと思ってお

ります。
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　我々が目指したいポイントになります。「こどもま

んなか」という表現をしておりますが、その「こど

もまんなか」を考えることで、いろんな地域の課題

も見つかってくるから、そこでいろんな大人が関わ

ることで、こどもたちから、例えば、今度のこのイ

ベントいつあるとか、今度いつこれやるとか、言わ

れたらすごく大人ってうれしいと思うんですよね。

こどもとなんか通じたみたいな、喜んでもらえた。

そういうことを重ねていくことが結果、こどもだけ

じゃなくて、皆さんも一緒になって大人が笑顔にな

れる空間になる、地域になるんじゃないかと考えて

いるのは、我々目指したいというところになります。

　最後に宣伝だけさせてください。こども家庭庁の

方では、皆さんに「こどもまんなか」に賛同いただ

いた方、またはそういうアクションですね、例えば

トイレを譲ったりとか、例えばベビーカーをちょっ

と押してあげたとか、助けてあげたとか、そういう

ことを行動した場合に、「＃こどもまんなかやって

みた。」ということで SNSで発信していただくと、

その方々に、こどもまんなかサポーターということ

で、こども家庭庁としてもその情報を取り上げさせ

ていただくということができることになっておりま

す。また、こどもまんなかアクションというマーク

も、登録していただくと使っていただくことが出来

ることになりますので、是非とも皆さんの行動を発

信することで、機運醸成を図っていきたいと思って

おります。

　このようなホームページになっておりますので、

是非とも皆さん、どんどん発信していただきたいと

思っております。また、こども家庭庁では、noteで、

いろんな政策も取り上げさせていただいております

ので、ご参考に見ていただきますとありがたいなと

思っております。

　本当に、先ほど申しました皆さんと、今日も地域

に顔の見える関係で、双方向でいろんな情報をいた

だきつつ、この政策を進めていければいいかなって

思っております。

　今日は、「こどもまんなか」がテーマになっており

ます。こどもの声を聞きながら、こどもの最善の利

益を考えていこう。そして、こどもの周りの大人た

ちが手をつないでいこうということで、決して、

「こどもまんなか」にあって、大人は端っこでって

いう意味ではないですので、そこだけご理解いただ

いて、こどもはその友作りのパートナーだというこ

とで、メッセージを皆さんと共有できればいいかな

と思っております。

　以上です。ありがとうございます。

▼秋田：嶋崎様、ありがとうございます。居場所は

こどもや若者が決めるものだ、大人の考えとこども

のギャップをいかに埋めていくのか。そしてお一人

お一人がまさにこどもまんなかのサポーターにとい

う熱いメッセージを送っていただきました。

　私は、実はこの絵とか、動画とか、全部作る座長

をさせていただいてて思い入れがとってもあるんで

す。最初これは、お母さんがこども抱いてるだけだ

ったので、お父さん書いてくださいとか、それから

こども 1人じゃなくて、もうちょっと書きませんか

とか、周りに囲んでいる人も高齢者は書かれてたん

ですけど、こどももいろんな年齢のこどもに変えて

欲しいんですよねって言ったんですけど、今振り返

って見てみると、もうちょっと若者も書いてもらえ

ばよかったかなと、思ったりもしているところであ

ります。どうもありがとうございます。

　それでは続きまして、こども家庭庁にもご勤務さ

れたこともある、加賀さんからお話をいただきたい

と思います。よろしくお願いします。
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▼加賀：改めましてよろしくお願いいたします。加

賀と申します。

　私は、今むすびえという団体で活動しているとこ

とを先ほどお話しました。むすびえという団体は、

メインは全国でこども食堂を増やす、支援するとい

う団体です。ちなみにこども食堂を聞いたことある

っていう方、どれぐらいいらっしゃいますか？この

会場。わお！すごい！ちなみにこども食堂の認知率

どれぐらいだかわかりますか？

　70％台（挙手）、80％台（挙手）、90％台（挙手）、

92％です。

　これハローキティと同率です。ポケモンは 86％な

ので、ポケモンに勝ってます。ハローキティと同着

で、96％にくまモンがいます。くまモン以下なので、

ポケモン以上くまモン以下ぐらいが、今のこども食

堂の現在地です。

　ちなみに、そんなこども食堂を皆さん知っている

ということだったんで、行ったことあるっていう方

は、どれぐらいいらっしゃいますか？（挙手）

　すごいやっぱりこの会場には沢山おられますね。

全国でこども食堂に行ったことがあるってのは 6％

です。なので、まだまだ知ってるけど行ったことが

ないというようなこと、これも現在地かなと思って

ます。

　こんなこども食堂なんですけれども、私どもです

ね、今、こども食堂をいろんな形でご支援させてい

ただいてるんですが、どうしても「こども」という

名前がついてるので、こどもだけが行くものという

ような誤解がまず 1つあります。もうひとつはご飯

が食べれない子がいるんでしょう、というような誤

解もあります。それを誤解だと言ってるのは、我々

が勝手に言ってるわけではなくて実態として、どな

たでもどうぞとなっている。つまり昨年度こども食

堂、今、1万 800ヶ所あります。そのうちの 70％は

どなたでもどうぞというような形で、制限を設けて

ない。つまり年齢制限がないような形です。なので

7,000以上ぐらい。大体、こどもだけじゃなくて、

高齢者や子育ての方、若者ももちろん行けます。み

んな行けるような場所になってます。このこども食

堂のいわゆる対象制限があるのは大体 15％ぐらいで

すので、いわゆる困窮世帯のこどもだけ、ご飯が食

べられない子だけというような形で対象を絞ったり、

こどもだけっていうふうに言っているのは、全体か

らすると、わずかであると、いうところが、私が今、

誤解だというふうに言ったのはそういった実態とし

て、見えているのでお伝えしているところです。

　私が今日お話をさせていただきたいと思ってるの

は、こども食堂も含めたこどもの居場所づくりが、

それぞれの地域のそれぞれのやり方で、どうやった

ら広がっていくのかということをですね、いろんな

形で自治体の方々と協働してます。その事例と、ま

た私は現場で直接こどもたちに居場所づくりを実践

していた立場ですので、先ほどのこども家庭庁さん

のお話を受けながら、ちょっと具体事例で、お話を、

居場所づくりの解像度を、少しでも上がるようにご

説明をさせていただければな、というふうに思って

おります。改めましてよろしくお願いします。

　私ですね、大事なことを言うの忘れてたと思って、

先ほどの自己紹介を後悔してるんですけど、実は、

加賀市に、今来ている“加賀”です。これ大事なん

ですよ。言おうと思っていたのにと思って、実は、

自分の家系図をたどったら、石川県の加賀地方から

っていうことが、なんか 1890年ぐらいの、加賀喜左

衛門の分家だっていうのがわかったんですけど、な

ので私のルーツはここにあるっていうことで、今日

ここにいるっていうことが非常に嬉しいな、という

ふうに思う。すみません余談でどうしても言いたか

ったんでここで挟みました。

　私、こども家庭庁の前のところで、直接こどもた

ちの居場所づくりをしていた、というお話をしまし

た。これは東京都の足立区という場所で、困窮世帯

の中高生の居場所づくりをやってました。月曜日が

休館日なので、火曜日から日曜日まで毎日ですね、
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3 時から夜の 9 時までオープンしている場所です。

登録の人数が大体 300人ぐらいいて、1日 50人から

60人ぐらいが毎日来るような場所をずっと、2拠点

運営してました。

　そこで今日はですね、資料には掲載していないん

ですけれども、そしてちょっと字が小さいので、私

読ませていただきます。この施設から卒業した子が、

その卒業のタイミングでくれた一通の手紙が、この

居場所をよく表してくれてるなというふうに思って、

少しお話をさせていただきます。

　ここに書いてあることがですね、「中学 1年生の 7

月、私は足立ベースに行きました。」これ足立ベース

というのは拠点施設の名前です。「正直初めは、足立

ベースは嫌いでした。行く意味ある、って思ってた。」

そこまで言うんだっていうぐらい、すごいけちょん

けちょんに言ってるんですけど、「けど、そんなそっ

けない自分にも、スタッフさんはいつも最高の優し

さで接してくれました。自分は生まれてからあまり

愛されていると感じたことがありませんでした。愛

されていない訳じゃないんだけれども、愛されてる

とは思いませんでした。自分にとってスタッフさん

がくれる優しさは、私の心の穴を埋めてくれました。

スタッフさんの優しさは、私に人に対する向き合い

方を教えてくれました」そんな話の中で、「今の自分

があるのは足立ベースのおかげです」ということで、

「どんな私でも受け入れてくれる場所がこの足立ベー

スだ」というようなことを書いてくれてます。

　これはとてもですね、ずっとここに関わった身か

らすると、じーんと来る手紙なんですけど、今日は、

それをお伝えしたいということよりも、まさにこれ

が居場所と居場所づくりの難しさを表していると思

います。私は居場所づくりを実践者としてやってま

した。その時に、運営しているのは、この子だけじ

ゃなくて、ここを利用する 300人のこどもたちがこ

の場を居場所だというふうに感じて欲しいなあ、と

思って願いを込めて、毎日運営するんですね。つま

り居場所づくりをする人は、その目の前の人に、こ

こが居場所になって欲しいなと思って願いを、思い

を持って活動する、そんな活動だと思います。ただ、

残念ながらですね、目の前のこどもは、さっきの手

紙でも「行く意味ある、嫌いだ」っていうふうに言

うんです。つまり、その子にとっては、その当時は

居場所じゃなかったということです。ただ、少しず

ついろんな形で関わっていたところが、どこのタイ

ミングか正直わからないんです。ただ、彼女が 6年

間通ってきたっていうこと。であったり、あの手紙

に書いてあった「ここは私の居場所でした」という

ふうに言っていることからも、本人にとってやっぱ

り居場所だということがわかった話です。

　つまり、居場所づくりをしている人は一生懸命そ

の人の居場所になることを願って活動するんですけ

ど、本人には居場所だというふうにならないときも

あるかもしれないし、ずっとならないかもしれない。

ただ、何かの拍子でここは私の居場所だなあと思っ

てくれると、多分このギャップが埋まってくるんじ

ゃないかなと。つまり、そこに居場所づくりの一番

の醍醐味があり、難しさがあるというふうに私は思

ってます。

　先ほどもこども家庭庁さんの方から、居場所づく

りの背景みたいなところをお話しいただいてると思

うんですけど、私からですね２つキーワードで、居

場所づくりって何で必要なんだろうっていうことを

まとめてみました。

　ひとつ目のキーワードは「どこかに」というキー

ワードです。これはもう言わずもがなで、もう不登

校の数がとどまることなく、増え続けています。そ

して、残念ながら、生まれるこどもの数は減ってい

るにもかかわらず、自ら死を選ぶこどもたちの数は、

増え続けてます。こんなアンバランスな状況は、先

進国でも日本だけです。なので、こうした状況を踏

まえて考えていくと、非常にこどもたちを取り巻く

環境は困難だなというふうに思ってます。やはり地

域にどこにも居場所がない、この社会にどこにも自

分の居場所がないなあと思ったときに、残念ながら

最終的にとる判断が、自殺するというようなことな

のかもしれないな、と強く思ってます。そうすると、

やはりこの社会のどこかに、やっぱり居場所があっ

たらいい。その子のためにどこかに居場所づくりを

しなきゃならないっていうことは、居場所づくりの

強力な必要性を訴求できる背景だと思ってます。

　そんな話をすると、あ！じゃあ、ない子のために

居場所づくりをすればいいんだっていう話になりや

すいんですね。確かにそうなんですけど、「居場所

がある子にはいらないんだよね」「家が居場所って
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言ってたから、別にあの子はいいでしょう」「学校が

居場所なんだからいいでしょう」っていうことが、

そうではないなというふうに思っている。

　もうひとつのキーワード「あちこちに」というキ

ーワードです。先ほど嶋崎さんのお話にもあった通

り、居場所の数があればある分だけ、こどもたちの

自己肯定感も、幸福感も、高まっているというよう

なデータです。もうひとつ民間のデータで、これは

大人にもとったアンケートです。このデータでは、

「居場所が自宅」っていうふうに答えている人よりも、

「自宅と違うところにある」っていうふうに答えてい

る大人の方も含めた全体が、幸福度が高いというこ

とです。つまり家だけじゃなくって、他のところに

も居場所だというふうに思えている大人の方もまさ

にですね、幸福度が高いと。多分これは皆さんの身

近でも心当たりがあるんじゃないかなと思います。

　なぜなら、私も子育てをしている身なんですけど、

私の本当に恥ずかしい話で、子育てをすると、どう

しても、妻とのケンカが増えたなあというふうに、

ちょっと思うところがあるんですね。ただ、私には、

極楽湯っていう居場所があるんですね。スーパー銭

湯なんです。ここはサウナが大好きで、ここに一時

的に逃げ込むと、また戻ってきやすくなるというか、

向き合いやすくなるっていうことが、自分でもわか

ってるんで、無理にそういうときは家にいないで、

もう思い切って、夜、こどもを寝かしつけ終わった

ら、極楽湯行こうみたいなことをずっと思ってるん

です。っていうように、家は常に自分の居場所なん

ですけど、極楽湯もあることで、自分の何か家とい

う居場所を、うまく居場所であり続けるようなこと

の工夫ができてるなと。でも居場所がここしかない

って思うと、そこにしがみついちゃうので、そこが

何か変な感じになってる、でもどうしたらいいんだ

ろうというふうに、変にじたばたすると、逆にしん

どくなることがあると思うので、やっぱり居場所と

いうものは複数ある方が、飛び石のように、健やか

でいられるっていうことなんじゃないかなというふ

うに思ってます。

　かつですね、こども家庭庁のデータでも、居場所

の中でも地域に居場所があると、いろんな幸福度が

高まるぞ、っていうことがわかってます。家よりも、

地域にある方が、インターネットになると逆に、幸

福度が下がってしまうっていうことが出ているデー

タなんですけど、もちろんインターネットよりも、

やっぱり地域に居場所がある方が、こどもたちは健

やかでいられてる、っていうデータでも裏付けされ

てます。

　こうしたことから、やっぱり地域のあちこちに居

場所があるっていうことは、とっても大事なんだろ

うなと思ってます。ですので、「どこかに」っていう

こともそうなんですけど、居場所がある子も、他に

もあったほうがいいよねと、地域の中にいろんなと

ころに居場所があったほうがいいということが、私

が居場所づくりを進めていく中で、必要だというふ

うに思っている二つ目の背景です。

　ひとつですね、この居場所づくりにおいて、こど

も食堂とかをひとつ例に出すとですね、こども食堂

の風景は、先ほど、どなたでもどうぞというような

食堂のあり方なので、こどもがもちろん来てるんで

すけど、一方で、目線をそらすと、高齢者が楽しく

そこで食事している風景もあります。大体こども食

堂からなかなか帰らない、と言われる子育て世帯の

お母さんだったりするんですけど、なぜなら、もし

かしたら、家の愚痴を話してるかもしれないし、子

育ての悩みをシェアしてたりする。そこで仲良くな

った人と、なかなか帰らずに、「お母さん帰ろうよ」

って言ってるけど、お母さんが帰らない、みたいな

ことが結構現場で起きるそうなんです。っていうこ

とを考えると、こども食堂はこどもの居場所、もち

ろんそうなんですけど、こっちから見ると、高齢者

の居場所だし、こっちから見ると保護者の居場所に

なってるっていうように、ひとつの場所でもいろん

な人の居場所だなあというふうにとらえることもで

きます。もちろん、こどもだけの利用者のところも

あるかもしれません。ただそうしたときにも運営者

は、いろんな地域の人で支えてたら、運営者側の居

場所にもなると思うので、多分見方を変えると、こ

の場って、誰の居場所なのかってのは、正直わから

なくなるっていうのが、居場所の境界線の曖昧さ、

だというふうに思ってますし、良さだと思ってます。

　私、最後にですね、事例としてご紹介したいのは、

今ですね、愛知県高浜市さんと一緒に居場所づくり

を地域全体で進めてます。本日も高浜市さんがここ

にいらっしゃるということで、このご紹介を私から
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するよりも、ぜひ高浜市さん、見つけたらですね、

捕まえていろいろ聞いていただきたいんですけど、

ここはかねてから高齢者の居場所づくりをずっとや

ってきました。その高齢者の居場所づくりをずっと

続けてきたこの地域資源が、高浜市の貴重な地域資

源だと。だから、この地域資源をうまく活用して、

こどもも含めたみんなの居場所にしていきたいと。

これまで高齢者に限定してたものをみんなの居場所、

まぜこぜの居場所にしたいんだということで始まり

ました。これをですね、やっていく中で、なるほど

な、こういう進め方もあるんだ、ということが私の

中で、ひとつの事例としてですね、学ばせていただ

いたところをご紹介したいと思います。

　先ほどからお話してるのは、ずっと居場所という

のは、居場所づくりをしようとする人の存在がいて、

居場所になる例を、今想像してると思うんです。た

だ、まちなかには、何故かあのベンチが溜まってる、

おばあちゃんたちがとか、なぜかそこに人が集まる

という場所ってあると思うんですね。それが現在で

はなかなか、多くなっていない。減っていくってい

う傾向にあると思っていて、それをじゃあどうやっ

たら増えていくのか、ということを仕掛けている例

だなと思ってます。

　例えばですね、ショッピングセンターに、今まで

は空いてるスペースをただ野放しにして座ってる人

がいるっていう状態のところに、フリー Wi-Fiを置

いてみました。そしたら、中高生が集まるようにな

りました。でもそこには誰もいません。でも中高生

が集まるという場を許容する、用意するっていうこ

とは、そうしたショッピングモールでもできるよう

なことです。

　あとは地域にある生活雑貨のお店です。この生活

雑貨のお店の一角のスペースを、皆さん誰でもどう

ぞという形で休憩スペースにしてたりします。

　あとはハウスメーカーのオフィスで、使ってない

商談スペースを開放する。そんな例もあります。

　つまりですね、居場所づくりというのは確かにこ

ども食堂のような居場所づくりをする人で成り立つ

側面もあるんですけど、このように、地域の一角を

ちょっと開放するとかちょっとした工夫によって、

人の居場所になるような場は、増えていくんだろう

なと思ってます。かつ、それはこどもの居場所でも

あり、もしかしたら、地域の住民のどなたかの居場

所でもある。そんな場がたくさん増えていくことが、

こどものみならずに、地域全体が健やかに続けてい

けるような、先ほどご紹介した、まさに地域づくり

につながるんじゃないかなと思ってます。いわゆる、

私どもが非常に感じてるのは、居場所づくりという

ものは、その子の居場所をつくることもそうなんで

すけど、その先に広がる地域づくりにもつながるも

のなんだな、ということを思いながら、今日ご紹介

させていただきました。ご清聴いただきありがとう

ございます。

▼秋田：加賀様どうもありがとうございます。「ど

こかに」と、同時に、「あちこち」に、そして居場

所を作るというだけじゃなくて、居場所になってい

るところから、またさらに地域づくりへ、というお

話もいただきました。ありがとうございます。それ

では続きまして、早坂様、お願いをいたします。

▼早坂：それではよろしくお願いいたします。私か

らは少し観点を変えまして、いま地域共生社会がこ

の時代に持っている意義、つまり 2025年、令和 7年、

ここにこの地域共生が持つ意味っていう観点で、現

在と未来と、また未来に向けた願いのお話を、コミ

ュニティ・スクールと越境っていう概念を使って皆

さんと共有させていただきたいと思います。

　加賀さんが先ほど、こども食堂の認知度について、

「皆さんどれぐらいだと思いますか」って質問された

ので、ちょっと、私も同じような形で聞いてみよう

かなと思うんですけれど。

　コミュニティ・スクール、聞いたことあるぞって

いう方はどれぐらいいらっしゃいますでしょうか？
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（挙手）あ！やっぱりね！このサミットならではの

挙手の率かなと思います。

　これ全国的に見るとですね、圧倒的に認知度低く

て、イメージがわかないっていう人でも 4割ぐらい、

日本国民の中にいるくらいなんですね。なおこの越

境という言葉については、企業関係者、特に、人事

（ヒューマンリソース）の人たちはよく使う言葉なん

ですけれど、なかなか、もしかしたら皆さんの分野

では目にしたり耳にしたりしないかもしれないなと

思って、今日あえて取り上げさせていただきたいと

いうふうに思います。

　さあ、それではですね、私、教育を専門にする研

究者の一人なんですけれど、普段やっていることが、

まさにこのスライド 1枚で説明できるかな、という

ふうに思っています。世の中にある多様性、バラバ

ラを、バラバラなんだけど、うまいこと、緩やかに

ひとつにまとめていったときに、そこに、新しいわ

くわくが生まれていく。ここをねらいにした研究や

実践を繰り広げている人間だったりします。

　この多様性、まさに、この地域共生社会の実現を

考える上で、外すことができない概念のひとつかな

と思うんですけれど、なかなか取扱注意な概念のひ

とつかなと思っています。というのも、バラバラが

非常にバラバラすぎると、世の中に、ある種のカオ

スのような状態が生まれますし、逆にみんなでひと

つになろうって凝縮性を高めていくと、ガチガチな、

開放的じゃない、自由の少ない社会になってしまい

ますよね。つまり、この間をどの塩梅でバランス取

っていくかっていうところが、地域ごとに納得のい

く答えを、私たち作っていかなきゃいけない時代な

んだろうなと思います。この新しいわくわくを各地

域で、小学校区ぐらいの規模がいいかなと思ってる

んですけれど、その規模で地域の人たちが、自分た

ちなりの納得いく答えとして、自分たちのわくわく

を生み出すような地域がこれからたくさん出ていけ

ば、これからの人口減少社会、あまり悲観すること

はないんじゃないかな、そんなふうにも思っていた

りする人間です。

　さあ、残りですね 12分ぐらいで話をまとめていく

んですけれども、大きく３つのパートに分けてお話

をしていきます。今回のメインテーマの現在、そし

て未来、そして願いです。

　皆さんがやられている地域共生に向けた、或いは

共生社会の実現に向けた様々な活動は、おそらくこ

の「橋をかける」っていう行為に非常に近いことを

されているんだろうなって思うんですね。橋ってい

うのは、それがないと渡れないところにかけますよ

ね、川とか谷とかにかけるわけですけれど、まさに

私たちは今どこにいるのか、ここをしっかり認識し

た上で、さあこっからどっちの方向に橋をかけてい

くのかを、みんなで話し合ってみんなでわくわくし

ながら、あっちが面白そうだとかこっちの方が楽し

そうだって言いながらですね、橋をかけていくわけ

ですよね。なので、未来を作っていくときに、今ど

こにいるのかを知らなければ橋はかけられない、っ

ていうすごく大事なポイントがあるんだと思うんで

す。その上で、じゃあどの未来を考えていくか、あ

っちなのか、こっちなのか、そっちなのか、どっち

に向けて橋をかけていくのかっていう次の選択があ

って、その時の橋をかけるときの原動力は、私は

「わくわく」と「願い」だと思っています。

　どんな未来をこの地域に望むのか、それがすべて

の原動力なんじゃないかとそんなふうに考えたとき

に、まず、現在私たちはどこにいるのかっていうの

をちょっと大きな視点で把握してみたいと思います。

それが、今スライドに出ている第四次産業革命って

いう言葉ですね。私たち人類はですね、ホモサピエ

ンス、何回かねアフリカから出て、ヨーロッパの方

だったりアジアの方だったり移動を試みて、途中で

やめて戻ってきたりしながらですね、最終的に出た

のが 6万年ぐらい前だって言われています。ここを

人類の出発点だとしたときに、1回目の産業革命がや

ってきたのってイギリスだと 250年ぐらい前ですね。

日本だと明治維新の頃なので 160年ぐらい前です。

つまり 1回目の産業革命を迎えるのに私たち人類は

6 万年ぐらいかかってるんですよ。第二次産業革命

で重化学工業が生まれたのが今から 80年前、つまり

日本でいうと 1回目の産業革命が 160年前、2回目の

産業革命が 80年前、つまり、第 1から第 2にステッ

プアップするのに 80年しかかかっていません。1回

目の産業革命に 6万年もかかったのにですよ。これ

が第三次産業革命でパソコン・インターネットが出

てくるのが 1980年代から 90年代、今の非常に大き

なプラットフォーマーたちアップルとかグーグルと
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かが生まれた年代ですけれども、この年代の第三次

産業革命に行くのに、約 50年とかですね。つまり、

産業革命が起きるスパンがとてつもなく短くなって

いるということを、ここで私たちは 1回押さえてお

かなきゃいけないんだと思うんですね。

　いま私たちはこの 4番目、皆さんご存じの人工知

能の指数関数的な技術革新が止まらない、そんな時

代を生きています。次の画像は、私がまさに人工知

能にプロンプト、指示を出して書かせた絵なんです

けれど、左側は人工知能と人間が非常に仲良くやっ

ている絵でございます。手を携えて、お互いがね、

お互いの発展のために支え合っている、そんな未来

です。右側ちょっと見えにくいかもしれないんです

が、人工知能によって人間が首を絞められている未

来です。実はこれ SFではなく、今、かなり起こる可

能性の高い未来として、今、予想されているものの

２つなんですね。ここから先、人工知能は私たちに

とっての福音となるのか、それとも私たち人類を支

配する側に回っていくのか。

　今あらゆる分野で人間よりも人工知能の方がうま

くやるって分野が増えてきましたね。将棋なんかで

いうと 2010年ぐらいにもうプロ棋士勝てなくなりま

したし、囲碁で言うと 2017年には勝てなくなりまし

た。2020年を超えると芸術分野でも人間を凌駕する

ようになっています。コロラド州で行われる世界的

な絵画コンクールで、優勝するのが AIが書いた絵、

なんていうのは当たり前のようにニュースで飛び込

んでくるようになりましたね。今、ちょっとした指

示を出すだけで、歌詞をつけて曲をつけてですね、

幾つものパターンの曲をたった 5分で何曲も出して

くれる AIもあります。もう私たちが一生かけてです

ね、絵を学んだり音楽を作ったり、そういったこと

があっという間に、今の技術革新によって乗り越え

られてしまう時代が来たときに、さあ人間だからこ

そできることって何なのか、そこを考えないといけ

ない時代が来ています。

　私のメインフィールドである学校教育は、授業の

学習指導において、AI教材がどんどん入ってきてい

ます。今、人間が教えていない学習塾、かなりの割

合で全国にあります。こどもたちは、目の前にある

パソコンの中にいる AIとの対話で五教科を学んでい

くんです。すごい効率よく学習をしていきます、こ

どもたちは。いわゆる認知能力、ペーパーテストで

はかれる学力に限定すれば、人間よりも、もしかし

たら今、AIの先生の方が上手に教える、そう言い切

って差しさわりのない時代がついに来てしまったか

もしれません。さあ、AIが芸術だけでなく授業だけ

でなくあらゆる分野で人間を凌駕していく時期を、

「技術的特異点」、「シンギュラリティ」というふうに

呼ぶんですけれど、これって 2045年ぐらいに来ると

今から 10年ぐらい前に予測されてたんですよ。つま

りあと 20年。でもこの未来予測が最近更新されたの

をご存じでしょうか。2025年の 4月に出た論文の中

に明記されていて、チャット GPTのエンジニアが 5

人集まって書いた論文があるんですね。皆さん、チ

ャット GPT使われてますかね。何か検索するときに

とても便利ですよね。あのエンジニアたちがこのま

まこの技術が進んでいったときに何が起こるかって

いう未来予測を、科学的なエビデンスに基づいて書

いた論文があるんですよ。その論文によると、シン

ギュラリティはかなり早まって 2027 年に来ると予

想されています。今年の 2025年あと 1ヶ月ぐらいで

年が変わることを考えると我々残された時間はあと

1年、この 1年の間に様々な領域で AIは人間を凌駕

していくことがおそらく確実に起きます、ってなっ

たときに、さあ私達って、人としてこれからどう生

きていったらいいのか、この危機感と同時にわくわ

くを私たちは持たないといけない。まず、ここが出

発点だと私は思っています。ちなみに、AI2027とい

う論文なので、読んだことないぞっていう方は是非

是非ご覧いただければと思います。

　さあ、いま、そんな場所に私たちがいるのだとし

てですね、未来に橋をかけていくって考えたときに、

どんな時代からどんな時代に変わっていくって考え

ることができるかっていうと、ひとつは、もういま

答えが溢れている時代だってことです。何か問題や

疑問があれば、AIに投げると答えはいかようにでも

かなり専門的なエビデンスに基づいた確かな答えが

返ってくるようになってしまっています。私も大学

教員としてあと定年まで 15 年ぐらいあるんですけ

れど、AI と競いながら、自分の専門性を常に AI よ

り上に持っていかないと仕事がなくなると思ってま

す。大学自体がつぶれなくても、学生がこっちを見

なくなりますから、先生に聞くより AIに聞いた方が
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確かだなんて言われてしまえば、いよいよ我々教員

もこの先なかなか厳しい時代だなというところです。

答えが溢れる時代に、私たちが率先して舵を切って

いかなきゃいけない方向性のひとつとして、納得の

いく答えをその地域ごとに作っていくっていう、こ

れがひとつ求められる方向性かな、なんていうふう

に思います。

　まさに、今回の座長秋田先生が全力で関わってい

ただいている次期学習指導要領、ここから先のね、

2030年からの教育課程の基準になる学習指導要領で

すけれども、その中でも語られているようにですね、

多様なこどもたちをみんなで育んでいくんだってこ

とが「論点整理」の中で示されています。今日は、

これにコミュニティ・スクールという概念で残り時

間 5分ぐらいで迫っていきたいと思っています。

　コミュニティ・スクールって仕組みについて、初

めて聞いたよって方は、ぜひ、皆さん各自でね、お

調べいただければと思うんですが、一言で言えば、

地域にいる人たちを学校運営に参画してもらう、要

は一緒に学校を作っていく、一緒に学校を動かして

いくという仕組みです。都道府県ごとに導入率かな

り差もあります。実は、お手元の資料は、資料出し

た時点のもので、1 年古い資料になってます。資料

提出時は最新だったんですけど、この最新版が、今

こちらのスクリーンに出ているものになっています。

　どういう割合になってるかっていうと、全国で見

ると公立の学校、つまり幼稚園から小中高そして特

別支援学校までを含めた公立の学校でいうと 64.9％

が、いま、地域とともに学校運営していくコミュニ

ティ・スクールに変わっています。義務教育の段階

で見てみると、これは 7割を超えてくるんですね。

こんなふうにコミュニティ・スクールが進展してい

っているのですが、なかなか認知度も上がらず、ど

こまでお手伝いしたらいいのか、その当事者性みた

いなのは本当に地域ごとに或いは学校区ごとに様々

ですね。

　今日は時間の関係があるので、個別性の高い事例

の 1個 1個をご紹介することはできないんですけれ

ど、私がコミュニティ・スクールの本質だと思って

いるものを、また AI の画像生成の力を借りてです

ね、ちょっと説明させてください。

　私が普段生活している上田市でよく見られる事例

が、このおばあちゃんの膝の上に乗っている小学生

の女の子っていうね、この絵なんですね。小学校っ

て 1 時間目、2 時間目終わると、どこの地域も大体、

業間休み 15分とかあって、こどもたちはブアーと校

庭に出ていって、ドッジボールやったりかけっこし

たりしますね。でも特性の強いお子さんは１、２時

間目でかなりへとへとになって、集団授業の中でも

う息継ぎができなくてですね、どっかで充電しない

といけないんですよ。今こどもが減って空き教室が

増えてる学校は、地域の方が自由にそこにいられる

コミュニティールーム、或いはボランティアルーム

を設置している学校が増えていますね。

　そこにいる地域の方のお膝に乗る女の子がいるん

ですね。私、何してんだろうなと思って、「何してん

の？」って女の子に聞いたら「充電」って言ってた

んです。かわいいなと思って、終わった後こどもが

帰った後、おばあちゃんに、「充電されちゃったから、

おばあちゃん元気なくなっちゃいましたか？」て聞

いたら「私も充電した」っていうんですよ。すごい

心温まるエピソードだなと思って。

　そこには体温の交換がまさにあるんですね。人と

人との触れ合いがあって、おばあちゃんご高齢だか

らお孫さんも大きくなって長野から離れて最近お話

する機会もなくて、でも学校に来るとこどもがいる

んだっていうんですよ。膝に乗ってくれるんだって、

温かいんだって言うんですね、手を握ってくれるっ

て言うんです。これが生きがいなんだって言って、

おばあちゃんそうやってこどもたちがまた 3時間目

に戻ると、そのコミュニティールーム、ボランティ

アルームにいるおじいちゃん、おばあちゃんと話し

合いや雑談が始まるんですよね。

　お茶飲みながら、長野の人野沢菜漬けるんですけ

ど、「野沢菜漬けてなかったなあと思って、お父さ

んも亡くなっちゃったから自分だけで野沢菜漬ける

のちょっとなかなかね重い腰が上がんないな」なん

て言ったおばあちゃんが、そこで会うおじいちゃん

おばあちゃん、新しくできたお友達のために、野沢

菜をまた漬けるようになって、生活が戻ってくるん

ですよね、高齢者の皆さんに。
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　実はこのコミュニティ・スクールがある地域は、

災害に強いこともよく知られています。何かあった

ときに、お互いに名前と顔がわかっていて、あの人

足悪かったよね、みたいなことをみんなが把握して

いてですね、それで、また避難所に行った後もです。

お互い顔知っているので、知らない中で生活するよ

りも、圧倒的に過ごしやすいなんてことがあったり

します。コミュニティ・スクールを通じて、いま、

外国にルーツを持つお子さんやご家族も増えていて、

そういった多様性を包摂する場所として、コミュニ

ティ・スクールが注目されています。

　冒頭で申し上げたように、多様性ってのは扱いが

難しいです。我々が市民として成熟しなければいけ

ないっていうことはもちろんのこと、多様性が高ま

りすぎると、なかなかコントロールがきかないとこ

ろもあって、でも、こどもをまさにまんなかに置く

とですね不思議なことが起きますね。我々大人同士

ではぶつかり合う関係かもしれないところを、まん

なかにこどもがいることによって、コミュニケーシ

ョンが少しやわらかくなることがあります。お互い

を見るんじゃないんですよ、人を見るんじゃなくて

こどものために何ができるかっていう議論ができる

ようになると、私たち人間は強い。それがコミュニ

ティ・スクールの実践でわかっています。

　最後です。人間だからできることの発想の転換が

いま必要です。人工知能の技術的な革新がどんどん

進んでいった中、これまで人間がやっていた仕事の

大部分が AIによって自動化、そしてより効率化を図

られた形で、私達から仕事がどんどん AIの方に流れ

ていきます。そうなっていったときに、人間しかで

きないことって何か。これって、私、人間って迷う

じゃないですか。感情もあるじゃないですか。面倒

なことは嫌いだし、わがままなんですよね。この人

間の本当にどうしようもないところ、これって、で

も迷うから気づくことがあるし、感情があるからそ

の人なりの感性が生まれて、面倒だからやり切った

後に笑顔が生まれるし、わがままって磨けば信念に

なるんですよね。こんなふうに人間臭さみたいなと

ころを、コミュニティ・スクールっていうこどもま

んなかの制度にあらゆる大人を集結させることによ

って、様々な越境が生まれるってのが今日の落ちで

ございます。

　越境っていうのは我々が日常的に見るセーフティ

ゾーン、つまり家庭とか或いは職場とか、もうどう

振舞ったらいいか分かるよっていう状況から一歩踏

み出して、ちょっと頑張らないといけない領域に足

を踏み出すことなんですね。この越境ができると、

私たちは少し変わることができます。これを居場所

と呼んでもいいのかもしれないですね。居場所って

いえば、高齢者の方にお話しさせていただく機会が

よくあるんですけれど、「もうこの年になると新しい

場所きついよ早坂さん」ってよく言われるんですよ。

だけどね、一歩踏み出してみる。そうすると、そこ

にはこどもがいたり、或いは新しいお友達がいたり、

どこに踏み出していいかわかんなかったら学校にお

いでって、いま高齢者の方いっぱい声をかけていま

す。そこには本当にたくさんのわくわくが待ってま

すっていうふうにお話をさせていただくんですね。

　ということで、私の落ちでございますが、バラバ

ラだけど緩やかにひとつになっていくときの仕組み

として、コミュニティ・スクールをこれからも推進

していきたいなと思いますし、また会場にいる推進

にご一緒されてるお仲間の皆さんもですね、ますま

す頑張っていただけたらなと思います。私から以上

でございます。

▼秋田：早坂様ありがとうございます。生成 AI が

本当に凌駕する時代だからこそ、改めてコミュニテ

ィ・スクールで、人と人との温もりやコミュニケー

ションのあるそういう場に学校がなっていくという

ことが、また、こどもだけではなくて地域の人の居

場所になっていくんじゃないかというお話をいただ

きました。ありがとうございます。

　それでは加賀市で実際に取り組んでおられる中村

様の方から、今度お話しをいただきたいと思います。

お願いいたします。
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▼中村：改めましてカタリバの中村と申します。

早坂先生のお話、すごい面白いなと思いながら聞い

てたんすけど、いかんせん声が良すぎるなと思って。

それはもう吸い込まれていくなっていうぐらいなん

で、僕は、結構ダミ声で、ざらつきのある声で、石

川弁バリバリで行こうかなと思ってます。

　皆さん、発表が続いたと思うんで疲れてると思う

んで、ちょっと伸びをしていただきながら、リラッ

クスしながらトイレに行くタイミングもここだと思

います。この 15分間で行ってもらえれば。ちなみに、

「加賀市の方ってどれぐらいいますか」ほぼ、加賀

市なんですね。おふた方が手を上げるやつやってた

んで、僕もちょっとやってみたいなと思って真似し

てしまいました。

　2年前にかな、石川県に来ました。加賀市で今仕事

してますが、それまでは、直近は島根県の津和野町

っていうところで、人口 6,000人ぐらいの町で 10年

住んでました。そこでは、高校魅力化っていうのを

15年前ぐらいからやっていて、高校生が町に飛び出

して町から学ぶことってできるんじゃないのってい

うことで、町の人とか町の課題とかにどんどんつな

げていって、そういうことを 10年ほどやっていて、

高校生だけじゃなくて小中学生もそれってできるん

じゃないのって言って、それってもっと手前の就学

前もできるんじゃないのっていうところから、「ゼロ

歳児からの人づくり」っていう事業になっていって、

でも赤ちゃんを育てるのは親なんじゃないのってい

うことになり、親の教育も必要なんじゃないのって

言ってさかのぼってくと、この町の親になる人たち

は、実はうちの町の高校生だったということで、も

うゼロ歳の子を育てるとしたら、この高校生からそ

れを意識して育てたらいいんじゃないかっていう、

グル～っと人のサイクルを意識しながら、小さな町

で「ゼロ歳児からの人づくり」っていう事業をやっ

てました。

　それで、今日は加賀市の話として、３つの話をし

たいと思ってます。１つ目は、加賀市のこどもたち

の居場所の本音ということで、実際に加賀市のこど

もたちはどんなことを思ってるのかなっていうのは、

先ほど国のデータも紹介されたんですが、それを比

較しながらこどもたちの様子を見ていきたいなと思

います。

　２つ目は、いくつかやってる実践はあるんですが、

その中でもちょっと面白いなと思ったものを、加賀

市で今取り組んでる居場所的な実践を紹介しようと

思ってます。

　最後３つ目は不登校。私が今関わっている不登校

っていう切り口から見た居場所っていうことはどう

いうことなのか、っていうことを考えていきたいな

と思ってます。

　まずは加賀市のこどもたちの居場所の本音という

ことで、こちらは国のアンケートになりますが、ち

ょっと見にくいので、つまり「居場所が欲しい」と

答えた子のうち、実際に「居場所がないよ」って、

「１つもないよ」っていうように感じてる子は、全体

の 17％ぐらいいたと。ざっくり 6人に 1人ぐらい。

居場所が欲しいけど、「今ないよ」っていう子がいた

と。これ右側のグラフはまだ国の話ですね。全体の

小学校年代で「居場所がないよ」って答えた小学生

年代が 20％ぐらい、中学生年代は 26％、高校生年代

は 26％ということで、何が言いたいかというと、年

代が上がってくごとに居場所がないなって感じてい

る割合が多くなる、ということだけまず押さえてい

ただいた上で、じゃあ、実際、加賀市はどうなのか

ということで、加賀市の居場所に関するアンケート

を見ていきたいなと思ってます。

　「居場所が欲しいか」っていう問いに対して、「は

い」と答えたこどものうち、「居場所がないよ」と答

えているこども、小学生は 17％で全体の 8％ぐらい

でした。90％ぐらいは、「居場所があるな」と感じて

いる。もしくは「いらない」、「そもそも大丈夫」と。

加賀市の中学生に聞いたところ、「居場所が欲しい

んだけどない」って答えてるこどもの割合は 16％。

これも先ほど言った国の割合と比較的近いんですが、
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6 人に 1 人ぐらい。大事なのは、やはり小学生に比

べて中学生の方が「居場所が欲しいけどない」って

言っている実態があると。小学生は結構、後から言

うんですけど、こども会が頑張っていたり親子劇場

さんが頑張っていたりということで、私自身も基本

的には小学校に対して結構リーチしてるんじゃない

かなとは思っておりまして、じゃあその中学生を少

し深堀っていきたいと思います。

　中学生に、「居場所がある」と答えた子のうち、

「そこはどこですか」と聞いたところ、１番多かった

のは、おじいちゃん家とか友達の家、２番目は部活

動や習い事、習い事とか塾とかっていうと居場所と

かになりやすいですよね。また、黄色の 53人なんで

すけど、これが、「オンライン、SNSを居場所だと感

じる」というふうに選択していると。あと、３番目

に多いのは青ですね、「ショッピングセンターやファ

ーストフードなどのお店」やはりこういうところも

居場所と感じている。これ実際に加賀市の話です。

加賀市の中学生は、もう居場所としてショッピング

センターやファーストフードを感じてるし、オンラ

インや SNSっていうところを居場所と感じていると。

回答した居場所はどのような場所ですかというとこ

ろに関しては、いつでも行きたいときに行けるとこ

であり、ひとりで過ごせたり、何もせずのんびりで

きるっていうようなことを、居場所の要素としてな

んですかね。居場所はこういうところだということ

です。

　もう 2つ質問紹介します。居場所、自分がここだ

よってファーストフードにチェックしてる子もいた

り、SNS にチェックしてる子もいるかもしれないん

ですけど、「そこの場所に行くようになって変わっ

たことありますか」という質問に関しては、「楽しい

と感じる時間が増えた」とか、「気持ちが落ち込みに

くくなった」っていうことが一番多いと、もう 1つ、

その下の質問が面白いなと思ってるんですが、「あ

なたが居場所でやってみたいことやもっとこうだっ

たらいいなと思うこと」、これ結構、ちょっとポイン

トかなと。「どんなふうな居場所だったらいいです

か」っていうふうに中学生に聞いたときは、「自分の

好きなこと、興味のあることをしたい」という声が

一番多いんです。そりゃそうですね、本読んだりと

か漫画ゲームしたいとか。ただ、やっぱり、この辺

がリアルだなあということで、２番目とか３番目に

多いのは、「あまり大人の方から構わないで欲しい」

シビアですね、「話したいときに自分の話を聞いて

欲しい」とか、「悩み事を話したいときに味方になっ

て欲しい」っていうような、結構、絶妙な思春期の

声が上がっていると。だからといって、僕が言いた

いのは、声をかけないほうがいいとか、ほっとけっ

ていうことを言いたいんじゃなくて、やはり、この

中学生の居場所って、こんだけ絶妙な塩梅が必要、

バランスが必要で、関わりすぎてもいけないしでも

話を聞いて欲しいときに聞いてあげるっていうのは、

この絶妙なバランスを意識して僕たちは中学生や高

校生の居場所づくりを考えていかなきゃいけないな

というふうに思っています。

　改めて、先ほどもずっと出てきていますが、大人

が考える居場所づくりと、こどもが感じる居場所っ

ていうのは、やはりギャップがあると。加賀市でい

くと、意外と橋の下とか河原とかにこどもが集まっ

ていたり、やはり Wi-Fiがあるところとかコンビニ

とかマクドナルドっていうところで、やはり居場所

づくりとこどもたちが先ほど答えたアンケートのギ

ャップを埋めていかなければいけないなというふう

に思ってます。

　また、いくつかターゲットによって居場所づくり

のやり方は変わってくるなと。全員に開かれた居場

所なのか、ある程度絞った子たち、ハイリスクな子

たちに向けた居場所なのかっていう視点であったり、

開室時間も放課後、土日にある居場所もあれば、平

日の日中にある居場所もあるかもしれません。特に

不登校の子っていうのは、平日の日中に向けての居

場所が必要になるかなと。そして対象年齢によりア

クセスの範囲ってのも変わってくるので、小学生だ

とやはり学区に 1つ、校区に 1つ、そういった場所

が必要だと思いますし、高校生ぐらいだったら活動

範囲が広いので、駅にたむろしてる子ってのも多い

と思う。たむろというか学習ですね、学びをしてま

す。多分。っていうところを意識しながら私たちの

居場所づくりを考えていかなければなと思っていま

す。

　いくつか紹介したいと思います。「おんせん図書館

みかん」さんです。ご存じの方も多いと思うんです

が、やはりここの面白さは、本棚のオーナーになる
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っていうところで大人の参画の余地もあるのと同時

に、やはり図書館だっていうことの入りやすさ。何

もしなくてもいい。本を読んでもいい。こういった

違う目的で運営されているんですかね。裏目的は居

場所なのかもしれないけど、表面は図書館だってい

うところの入りやすさが、特に注目すべきところだ

なというふうに思ってます。

　そしてこちらですね、駄菓子屋という体なんだけ

ど居場所感を感じる、松が丘地区にある「駄菓子屋

さくら」さん。ここも、駄菓子がこどもたちを集め

る誘引力、吸引力になってると思いますし、ここに

はドネーションボックスということで、大人が 500

円寄付したりしたものは、こどもたちの 100円チケ

ットに還元されるというような取り組みを実施され

ています。

　そして、山中温泉のところにある古着屋、新しく

できた古着屋「COSMO」さん。古着を店舗の全部に置

きたいんだけれども、あえて半分は居場所にしたい、

こどもたちが来て欲しいということでソファを置い

てるですね。服を、本当は店舗中に並べたいんだけ

ど、あえてソファーとか、集まれる工夫、取り組み

を実施しているっていうところが面白いなと思いま

した。中高生も大歓迎ということで。

　そして「たかまるひろば」さんは、自宅の 1室を

こどもたちに開放してるということで、自宅でもで

きるんだなと。1 室余ってる部屋とか蔵があれば、

もしかしたらこどもたちが集まれる場所になれるか

もしれない。

　そして、先ほどコミュニティ・スクールの話、早

坂先生からもありましたが、これ中学校でやってる

事例なんですけど、コミュニティ・スクールが主催

した居場所づくりということで「校内カフェ」とい

うのを実施している。地域の人とのつながりや接点

を目的にしつつ、普段の先生と違うような会話、関

係性を作れるというところも好評があります。やは

り、この校内カフェにすることによる意味っていう

のは、誰もがアクセスできるっていうところ、学校

内に居場所を作る取り組みっていうことでは比較的

やりやすい取り組みだなと思いますし、よく行く学

校の中でカフェっていう形式でこどもたちと会話す

るっていうのは、とても楽しいいい時間になるかな

と思います。

　これまでの居場所は、ある程度民間主体でやって

いる居場所だったかなと思います。もちろん、場所

がないような取り組みもありますし、結果として居

場所になっている古着屋さんとか、もともと目的と

してやってるおんせん図書館みかんとかっていう違

いはあるかもしれません。で、この後の不登校の話

はどちらかというと行政寄りの取り組みかなという

ことで、ちょっと分けてあえて書いてあります。

　最後に、３つ目の話題として、不登校の取り組み

から考える場所ということで、ちょっと駆け足にな

るかもしれませんが、ご紹介したいと思います。

　ターゲットによって変わる居場所づくりというこ

とだったんですが、不登校ってのは、誰でも来てい

い場所でもないし、特定のニーズを持つ子に絞り過

ぎてるわけでもないので、どちらかというとこの間

ぐらい。ターゲットを絞り、ハイリスクの子に近い

ようなんだけど、一応この間ぐらいかなというふう

に思っています。

　加賀市では、教育ビジョンの中で、不登校対策を

２つ目の柱として掲げてやってきてます。学びを変

えるという１つ目の柱が、最終的には学校より居心

地のいい場所にして、誰 1人取り残さなくなるんじ

ゃないかということで、１つ目の学びの改革も一緒

に、同時にやっています。具体的に、不登校支援プ

ランというものを作成して、学校の中にも居場所、

学び場を作り、学校外にも居場所、学び場を作ると

いう取り組みを進めています。その中でも特徴的な

ものとして、スクールサポートルーム SSRというと

ころがあります。学校の中に居場所を作ってます。

空き教室や放送室などの空間を使って、学校には登

校できるが、教室には居づらいこどもたちが過ごせ

る場所、少し休んでエネルギーを貯めながら、部分

的に教室に戻るような場所として運営しています。

これ今、３年かけて全校に配置してます。ただ、使

わない、使ってないとか、利用者や希望がない学校

もあるので、まだ部屋として開設してないとこもあ

るんですが、一応全校に配置してます。

　そして２つ目には児童センターとも連携しながら、

児童センターの方だったら通えるよっていう子に関

しては、児童センターさん、今日もいらしているん

ですが、協力してもらいながら、こどもたちの居場

所づくりを行っていると。
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　そして、オンラインでも居場所を作っています。

メタバース上でも居場所の運営を行っていて、部屋

から出れない子、家から出れない子に対して何らか

のコミュニケーションをとって接点をもってつなが

ろう、そして、安心・安全の場をつくりながら、エ

ネルギーを回復できるような支援をしています。ま

た、こどもたち 1人 1台端末があるので、そっから

チャットで相談できる。ラインで相談するような形

の取り組みも実施していて、大体毎月 150件ぐらい

こどもたちから相談があります。軽い相談から重い

問題の相談までいろいろあるんですが、こういった

取り組みも今、加賀市では実施しているということ

です。

　ちょっと時間が今ぎりぎりなんで、簡単に最後の

スライドです。居場所につながる工夫としては、や

はりこの不登校の文脈でいくと、特に周知の課題。

こどもたち全員がそれを知ってるのか、支援のメニ

ューを知ってるのか、保護者も含めて。そして、知

ったけど、そこに 1度も行ったことがないっていう

接続の課題があると思っていて、最初の 1回はそこ

にちょっとした後押しであったり、コーディネート

するっていう背中の少しの後押しがあるっていうこ

とが重要だなと思ってます。

　今日は、加賀市の方も多いと思うのでこどもや保

護者だけではなく、こういった事例を学校の先生、

地域住民など、こどもを取り巻く関係者が、まずは

その居場所のやってる内容であったり支援の存在を

知る中で、それをこどもたちに伝えていくっていう

ところから始められるんじゃないかなと思い、最後、

紹介させていただきました。私の話はこれで終わり

ます。ご清聴ありがとうございました。

▼秋田：中村様ありがとうございます。加賀市を羨

ましいと思います。いろいろなところに公民館の方

がこどもたちの居場所を担っている場を提供されて

いたり、一方で、行政的にはまだこれから周知や接

続の課題が必要なんじゃないのというようなお話も

出していただきまして、本当に、それぞれの地域、

ブーメランのように返ってくるなと私自身は感じさ

せていただいたところであります。

　どちらかというと、居場所づくりの話っていうの

は、さっきも中村さんのお話でもありました、乳幼

児から小学生ぐらいまでは、まだ学童とか、こども

の居場所が手厚いんだけれども、中・高・大学生は

どうなの？って私は考えて、知らないわっていうか、

大学って大きすぎてなかなか居場所はサークルだっ

たりになるのかななんて思いながら、一番今、問わ

れている、その若者としての思春期に入った中高生

をどうしていくのかっていうところが大事なのかな

なんていうことも、伺っていたところです。

　せっかく、この実践をされてきている 4名の皆様

方でですね、それぞれの立場から、まずはお話して

いただいたんですけど、ちょっと聞いてみたいよと

か、実はここはもっと言いたいところがあったんだ

とか、私も、早坂さんが言ってたけど、今の時代は

「こどものため」じゃなくて、「こどもとともに」の

時代なんだよ、とかってちょっと思ったりしたんで

すけれども。どうでしょう。加賀さんから聞いても

いいですか。お願いします。

▼加賀：ありがとうございます。私は、早坂さんに

是非聞いてみたいなと思っていることが 1個あるの

と、ひとつ付け加えるところでですね、結構、私は

ずっとこどもの居場所づくりを中心にやってきまし

た。それ現場でもですし、こどもの居場所づくりに

関する指針みたいなものをこども家庭庁でも関わっ

てきたので、結構こども中心にやってます。今、い

ろんな自治体さんで、この居場所づくりの政策のご

支援をしていると、最初こどもの居場所づくりで入

ろうとするんですけど、なんかあんまり感触よくな

いんですね。なんでかっていうと、そもそもうちの

自治体、こども減ってるし、こどもという旗だけで

はちょっともうやりきれない。なので、居場所づく

りっていうのは誰でも居場所が必要だし、居場所づ

くりはみんなのものなので、みんなの居場所づくり。

また、世代交流のような文脈にうまくこどもを接続



第７回地域共生社会推進全国サミット inかが 143

する計画、政策であればいけるかもしれない。みた

いなことで、こども支援課みたいなところから最初

アプローチするんですけど、そうじゃなく、地域福

祉課とか市民協働課とか、そっち側から一緒になっ

て居場所づくりを推進する、みたいなことがありま

す。これは逆に、居場所づくりっていろんな課に横

断して、こどもだけじゃなくて地域福祉、高齢福祉、

障害福祉とか、いろんなところに居場所っていう言

葉が使われていて、この課でもやっているからみん

なでやりましょうっていうことが一番やりにくいん

ですけど、逆にいろんなとこでやってんなら、ここ

でヒットしたらこっちから行こうっていうように、

違う手だてが考えられるっていうのは、ひとつの居

場所づくりの何か進め方のポイントだなあというふ

うに思います。それぞれの地域の中から、どの居場

所づくりというか、どの対象から全体を広げていく

のかみたいな発想ですよ。

　早坂さんに聞きたいなと思ったのは、今のお話、

やっぱり地域の居場所づくりの中で学校外のところ

を今イメージしてたんですけど、やっぱり学校が居

場所になるっていうことは、こどもにとってとって

も大事だなと、かつ、学校がその場所って言ってい

ても、多分学校をもうちょっと分解できる、例えば

クラスとか保健室とか校庭とかコミュニティルーム

とかのように、何かこう学校というひとつのくくり

の中にもあちこちに何か居場所があると、クラスが

嫌だったらさっきみたいに充電しに行くみたいなこ

ととかがある。ただ、その学校の中でもあちこちに

あるっていうことが大事そうだなと思ったときに、

何かやっぱりこの学校をいろんなタイプの場所を用

意していくっていう学校と、それがコミュニティ・

スクールのヒントだと思うんですけど、できる学校

と、やっぱりできない学校ってここら辺の差が、も

ちろん校長先生みたいなところもあると思うんです

けど、学校の中のあちこちに居場所をつくる学校と

そうじゃない学校って、なんかどこら辺に違いが出

てくるのか、みたいなことを聞いてみたいなと思っ

たんですけど、どうですか。

▼早坂：ありがとうございます。私の発表時間だけ

では十分に触れられなかったところ、こんな形で発

言する機会をいただいて、本当にありがとうござい

ます。

　いまおっしゃった通り、学校の中に複数の居場所

を作っていくっていうコミュニティ・スクールのあ

り方は、いま各地域でそれぞれ進められているとこ

ろなんですね。そんな中で、やっぱり地域差、学校

差っていうのは当然あって、学校の中に居場所を多

くつくる要因として何が考えることができるだろう

かっていうことで、２つに限定してお話をさせてい

ただきます。

　いまは結構チャンスなんですよ。というのは各自

治体で学校の再編が行われています。その小規模校

を統合してですね、義務教育学校 9年間のカリキュ

ラムで組み直して、新たな学校を作っていこうとす

る地域が多いです。私がいる上田市もまさにそうな

んですね。これね、とてつもないチャンスなんです

よ。もう、場合によっては校舎から立て直せる場合

もあるので、そうなったら、今こどもの多様性、ま

さに神経多様性に応じて、いろんなお子さんがいる

っていう前提の上で校舎をどんなふうに作っていく

か、こどもの well-beingを高めていくための校舎に

ついて文科省もまとめてるんですね。

　こんな居場所があったらいいよねって。誰かとつ

ながるための居場所を我々はイメージしやすいです

けれど、こどもってやっぱひとりでいたい居場所も

必要なんですよね。誰ともつながらなくていい場所、

要はバラバラでいていい場所みたいな。これってや

っぱり新しく学校を作っていくときのひとつのポイ

ントになっていくだろうなってことで、そういうい

い時期にあるということです。

　あとは、既存の学校でどうしていったらいいのか

っていうところについては、町や村の機能を学校を

中心に、いま、組み直している自治体さんも多いん

ですね。いろんなところに行政機能が分散している

ことがいい場合もあるんですけれど、場合によって

は学校の周りに、例えば京都市なんてそうなんです

けど、学校の中に郵便局があったりして、要は、地

域の人が普通に学校の敷地の中に入って、いろんな

人が関われるような仕組みを作っていったりしてい
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るところがあります。なので、大きな流れで学校の

再編や地域の再編というのがひとついえるかなと。

　あとは、いま加賀さんがご指摘された通り、これ

校長先生のリーダーシップがとてつもなく大事です。

校長が腹くくれるかどうかなんですよ。校長が腹く

くれるかどうかは、皆さんにかかってるんですよ。

校長ひとりで判断したときに、責任取らなきゃいけ

ないのは校長ですから、「校長先生やろうよ」って

「この学校にたくさんの居場所をつくろうよ」「私た

ち応援するよ」って市民の皆さんがバックアップす

ると校長は強いです。っていうところがとりあえず

言えることかなというふうに思います。ありがとう

ございます。

▼秋田：ありがとうございます。皆さんが校長の応

援団になれるといいのかもしれないと。でもなかな

か難しいことも私はよくわかっています。はい、そ

のあたりですけれども、実際に加賀市に関わってい

る中村さんいかがでしょうか。別に加賀市の校長が

どうこうっていう話は全くなく、自由に他でもやっ

てこられたこと話してくだされば。

▼中村：加賀市の校長先生素晴らしいです。皆さん

で校長先生をサポートして、実際に動かしていきま

しょう。できると思います。なぜかというと、ちょ

っと長くなるんですけど、やはり学びを変えるって

いうことをここまで実施してきたのは、校長先生の

リーダーシップだと思うので、それができた校長先

生であればもう一歩先の取り組み、コミュニティ・

スクールを一緒に地域住民とやるってことは、私は

できるというふうに思っています。

　質問もいいですか。加賀さんに質問です。こども

食堂の団体、全国的な団体ということで、こども食

堂についてお聞きしたいなと思ってます。

　加賀市でも、10年前ぐらいから 7団体ぐらいが実

施されたんですが、やはりコロナとかもあって半分

ぐらいに減って、結構持続とかすることがすごく難

しいのかなという印象もあります。ただ、全国的に

広がっている取り組みなので、このこども食堂が持

つ良さであったり、可能性や、立ち上げやすかった

りするのかなと思っているので、こども食堂の良さ、

魅力と、そしてそれが持続するためのポイントみた

いな、うまく行くためのポイントとかあれば教えて

もらいたいなと思いました。

▼加賀：ありがとうございます。ちなみにこの会場

で、今、こども食堂を運営しているっていう方って

いらっしゃいますか？（挙手）いますね。もしね、

今、手を挙げた方にっていうことでもあるんですけ

ど、私の視点で、やっぱり、さっきの「どなたでも

どうぞ」というふうになっている実態からして、地

域食堂とかみんなの食堂というふうに名前を変えて

いる自治体さんや地域もあります。ただ、こども食

堂という名前にし続けているっていうこともやっぱ

りポイントがあって、それは、やっぱり「こども」

ということをつけるというか、その言葉に秘める、

何とかしなきゃとか、何とかしたい、支えたいって

いうふうに思わせる求心力があると思うんですね。

これ、貧困問題もずーっと日本であったんですけれ

ども、ただ、こどもの貧困って言ってから貧困対策

ってぐぐっと前に進んだ印象があります。私も足立

区でやっていた事業、その事業に基づいてたんです

けど、やはり「こどもの」っていうふうにつく言葉

の持つ力っていうのが、何とかしようということで

人が集まりやすい。なので、こども食堂がみんなの

食堂であって、みんなでそこでご飯を食べることの

意義とか、そういうのももちろんあるんですけど、

「こどもの」というふうについたときに、地域の人が

その言葉に集まってくる。この指とまれになりやす

いなというふうに思ってるのが、やっぱりこども食

堂の持つ可能性であり、これだけ地域の人が進めて

いこうとしているということだと思ってます。こど

も食堂、本当にですね、何の法律も何の制度にもな

ってないんです。それが良さでもあるんですけれど

も、でもそれが、今、1万 800ヶ所に増えている。

そしてそれは中学校の数を超えている。中学校区に

1個あるという計算です。どんどん小学校も減って

るし中学校も減ってるけど、何故かコロナ禍でもど

んどんどんどんこども食堂増え続けてるっていうの

は、やっぱり、私はやりたい、何とかしたい、これ

だったら始められるかもっていうふうに思える可能

性のある器だったというか、そういうものがこども

食堂なんだろうなと思ってます。

　ただ同時にですね、そう始めるものの、やっぱり

続けるのがとっても難しかったりする。なぜなら市

民活動で、最初は持ち出しでやってたんだけど、で

も、これ毎回やってたらどんどん大変だぞと。時間
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も出し、能力も出し、お金も出しっていうことでや

っぱり続いていかないっていうことがあるので、そ

こには大きく２つ、ひとつは運営者さんとお話をし

ていて、無理をするっていうことが一番続かなくな

るポイントでした。行政にもいろんなことお願いさ

れるみたいなことがあるんですけど、それを引き受

け過ぎちゃうと、本来やりたかったことがやれなく

なるというか、これをやらなきゃいけないみたいに

なってくると、やっぱり気持ち的に続かないってい

うのが出てくるので、自分がやれる範囲で続けるっ

ていうことが１つと、あとはやっぱり地域のこども

食堂の運営者さんを、周りで支える方が必要で、企

業の方が余った食材を寄付するとか、自分のとれた

野菜を提供するとか、または運営のお手伝い、運営

者のメインはできないけど年間で 2回ぐらいは手伝

いに行けるよとか、自分のやれる範囲の支え合いで

こども食堂をみんなで作っていくと、結構続いてい

くっていうことがあるかなとは思ってます。

▼中村：加賀市では、こども未来基金ということで、

立ち上げと継続でちょっと違うんですけど、年間 20

万円ぐらいの補助があるので、そこはある程度クリ

アできていると考えると、やはり伴走する仕組みと

かアドバイスする仕組みっていうところは、もうち

ょっとあるといいんじゃないかっていうことです。

▼加賀：そうですね。おっしゃる通り結構この 20万

円あるっていうのは、僕も知らなかったんですけど、

今おっしゃっていただいている通り、金銭的な補助

があるっていうところと、ない自治体も地域もある

んで、我々、助成金みたいなのを作ってお渡しした

りすることもあるんですけど、加賀市がそれがバッ

クアップできているっていうのは非常に大きいリソ

ースだとは思います。

　ただ、やっぱり、それでもなかなか始められない

っていうことがあるのは、もしかしたら、始めたら

誰かに何か言われるかもしれないとか、誰が始めて

るのかわからないとか、始めてみたい人とのマッチ

ングするような人がいないのかもしれないみたいな

ことがあります、我々が調べているデータだと、石

川県で、昨年度ですよ、これ公表できてるデータじ

ゃないですけど、加賀市が一番こども食堂の充足率

が低いんです。そうなんですよ。これ逆にポテンシ

ャルがあって、この充足率って言ったら、１つの小

学校区に 1個こども食堂があると、我々が勝手に充

足しているというふうに言ってるだけなんですけど、

それでいろいろ全国見ているんです。石川県の中で、

加賀市の数が他の市町村よりも少ないっていうのが

出ていて、でもこれは、これから増えていく可能性

があるというふうに思っています。ここは多分コー

ディネーターとかの存在が重要なのかなというふう

に思います。

▼秋田：ありがとうございます。いよいよ盛り上が

ってきたときに、そろそろ閉めねばならないという

苦しいところではありますけれども、是非ですね、

今日の議論を伺って、私は加賀さんに伺ってみたい

のはこども食堂、割と中高生の居場所とはまた違う

部分もあるかなっていうふうに思って、そのつなが

りをどう考えてらっしゃるのか。嶋崎さんには、是

非、縦割り行政じゃなくて、こどもじゃなくて全体

なんですって言われたときに、こども家庭庁どうし

ますって。私もこども家庭庁の審議会の会長をして

いる立場もあって、どうしようと思いながら、それ

ぞれ今日の締めとして、今の私の振りからは自由に

なって、1、2分で結構でございますけれどもお話を

いただきたいと思います。急に振ったので、多分、

嶋崎さんが一番苦しいと思うので、最初に中村さん

から順に指名をいただいていいでしょうか。お願い

します。

▼中村：私は加賀市にいますので、当事者の 1人だ

と思っています。この町で、何ができるかっていう

ことを一緒にこれからも考えていけたらなと思って

います。やはりやっていて思うのは、大人もこども

も一人ひとりが違っているっていうことも前提に、

こどもたちの違いを認めていくっていう、受けとめ

るってことがまずひとつかなと。

　日中にこどもたちが歩いてても、それはそれであ

るんじゃないかとか、やはり学校に行ってなきゃダ

メ、おかしいんじゃないかっていうようなことでは

なくて、それを受けとめる。そしてそこに関心を持

って、こういう情報もあるんじゃないかっていうこ

とを知らせていくっていうことから、まずは一緒に

やっていけたらなと思っております。引き続きよろ

しくお願いします。

▼秋田：それでは次に、早坂さんお願いします。
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▼早坂：スクリーンちょっと切り換えていただいて

いいですか。1枚だけ写真を投影させていただきたい

と思います。皆様のお手元にはない個人情報含まれ

るお写真なんですけれども、2つ、この時間を使っ

て皆さんと最後に共有をさせていただきたいと思い

ます。　

（右側に大人の男性、左側に小学校中学校くらいの男

の子が肩をよせあって座っている背中を写した画像 )

　１つは、コミュニティ・スクールを通じて私が実

現したい絵がまさにこれなんですね。なんの絵か。

普通に考えて、親子なのかなって見えるかもしれな

いんですけれども、これはコミュニティ・スクール

を一つの組織の核として、地域学校協働活動、要は

地域の人が学校の皆さんと一緒に展開した活動の中

で知り合った赤の他人なんですね。左側のこどもが

右の大人にまさに寄り添うように近くにいられる。

この景色を私はまずは上田市、そして長野県にどこ

でも見られる当たり前のように、地域の中で、或い

は地域とともにこどもが育っていく環境を作ってい

きたいというふうに思っています。

　２つ目は、まさにその活動。ここ加賀市、或いは

ご自身のお住まいの自治体でいま難しさを抱えなら

進められている皆さんへ。私たちは仲間ですので、

ぜひ一緒に頑張っていきましょう。難しいこと多い

ですが、先ほど秋田先生もおっしゃられたように、

こどものためなんだけど、大人がやっぱりわくわく

しないと。自分たちが楽しくわくわくしながら、そ

の背中をこどもに見せることで大人になりたいなっ

て思う。そういう地域を作っていけたら、コミュニ

ティ・スクール、多分 100点なんだろうなというふ

うに思っています。皆さんのますますの活動のご発

展をお祈り申し上げて終わっていきたいと思います。

ありがとうございました。

▼秋田：ありがとうございます。ほっこりする写真

もありがとうございます。それでは加賀さんお願い

します。

▼加賀：本日ありがとうございました。私はですね、

その居場所というものが、居場所づくりというふう

に気合いを入れてやっていくもののみならずに、人

が集まるということが地域の中で点在していく、そ

れをやっぱり地域として許容していくっていうこと

がとっても大事んだろうなというふうに思います。

何かこう最終的には、居場所っていうのが、この地

域全体であるというか、この地域自体が自分の居場

所だなというふうに思っていることは、もしかした

ら、外に出てたとしても戻ってくるかもしれないし、

この地域に何か返そうとか、この地域で過ごしてい

こうということにつながるんじゃないかなと思うん

で。そうした施設とか場みたいなのもあると思うん

ですけど、地域の中の許容されるような居場所みた

いなものが、どんどん増えたらいいなというふうに

思っています。

　そこで、先ほど秋田先生からの振りに少し通ずる

ところで、許容されにくいのが、中・高生だと思っ

てるんですね。小学生が公園でたむろしてると、な

んかほほえましいんですけど、中学生がなんかたむ

ろしてた、何か悪いことしてるなみたいな。ちょっ

とコンビニにたむろしてたら、集まりを分散させら

れちゃうというか、許容されない世代ってこの中・

高生だと思ってます。やっぱりこれをどうやったら

地域で許容できるのか、ちょっとはめ外していたり

とか、うるさかったりとか、おいおいと思うことも

あると思います。それは確かに、ちょっとな…って

いうふうになると思うんですけど、ただ中学生が集

まっているだけだったらそれも微笑ましいし、高校

生だって行く場所がなくてそこなのかもしれない。

そうした場所を、やっぱり思春期の世代にも許容す

るっていうことは、とても地域としては何かこう地

域の受容力を高めることになるんじゃないかなとい

うふうに思っているところです。

　私自身は、思春期という言葉を結構テーマに置い

ていて、特にこのこどもの居場所の中でもこの思春

期世代には居場所がやっぱり少ないし、持ちにくい。

で、持ちにくいからいろんな問題につながってる。

トーヨコの問題とか、自殺の問題とか、いろんなも

のに発生してると思うんで、この思春期の居場所を

広げようという全国キャラバンをですね、いきなり

宣伝になっちゃったんですけど、12月にですね、い

ろんな団体の人たちと一緒になってキャラバンをや

ろうということで、まず今年は東京と関西の 2回や

るんですけど、私だけじゃなくていろんな人がそこ

に協力や、何か賛同してくれた方と一緒に思春期の

居場所を広げようというような活動をやろうと思っ

てます。ですので地域の中で、思春期世代が居場所
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が持てるように許容することを、皆さんと一緒にも

進められたらなというふうに思っております。本日

はありがとうございました。

▼秋田：それでは嶋崎さん、お願いします。

▼嶋崎：ありがとうございます。本当に勉強になり

ました。

　２つお話させていただきたいなと思っております。

居場所づくりというところで、今日、様々な事例お

聞かせいただいたんですけども、その地域によって

様々な資源のあり方とか、土地柄とか、交通機関の

あり方とか、環境によってこの居場所づくりの考え

方って変わってくると思っているので、そういった

中で、まず皆様には、こどもの居場所って何？って

いうところから、まず地域でとか会議とか、あとお

近くの方同士で考えてみる。そこで、我々の中では

こういうところがもしかすると足りてないかもしれ

ないなとか、そういうことが結局わくわくというか

地域にわくわくをもたらすようなことにつながって

いくんじゃないかな、ヒントが得られるじゃないか

なというふうに思っております。

　今日、カタリバさんとかむすびえさんとかありま

したけど、地域によってこういう団体さんとか民間

の資源が少ない地域もございます。なかなか東京の

そういう事例は参考にならないよ、みたいなことも

お聞きする事がありますので、我々としては様々な

人口規模の事例であるとか、取り組みというものを、

今後とも皆様にお伝えできるような情報を集めて、

公開できるような形を作っていきたいというふうに

思っております。

　２点目、最後になりますけれども、やはり孤独・

孤立という言葉が最近よく聞かれます。やっぱり、

その切れ目という言葉がありますが、切れ目という

ものが年齢の切れ目で起きるものなのか、はたまた

制度の切れ目ということで、こどもたちの居場所と

か、せっかくそこが居場所になっていたのにそこか

ら離れないといけないというようなことも起きるこ

とも聞いております。そういったことを、こども家

庭庁としても、制度の切れ目というものはまず無く

していくということが大事になってくるんではない

かと思っております。

　最近、小 1の壁とか学校との連携という課題が問

われるようなことが出てきています。そういった中

で、我々も文科省様と連携しながらこの課題に取り

組んでいるということで、省庁を超えてやっていく

ということで今やっておりますので、こういったこ

とを取り組みながら、横串を刺していくとよく言い

ますけれども、そういった意味で、皆様、地域づく

り、または市、県、民間が一体になって、この居場

所づくりを取り組んでいくように、我々としてもリ

ーダーシップといいますか、皆様のご意見を頂戴し

ながらこども政策づくりやっていきたいと思います。

本日はありがとうございました。

▼秋田：ありがとうございます。すでに予定の時間

を２分超えているのですが、秋田が 1分だけお話を

させていただきたいと思います。

　本当に、今日は魅力的なお話をそれぞれの立場の

方から、いろんな場があるということを具体的にお

話をしていただくことができました。そして、やは

り一番若者と言われるところが、これから問うてい

く必要があるということをわかったところですけれ

ども、こども家庭庁ではやっぱり一人ひとりすべて

のこどもの声を聞いていくというところはですね、

思春期になっているこどもたちは声をなかなか発し

なく、大人に向けては発しなくなりやすい。ですけ

れども、そこの場に集まってくれればこどもの方が

多ければ、大人にも聞こえてくる声がある。そうい

う居場所を私たちがどう、それぞれの立場から考え

ていけるかという問題を、今日は提起していただい

たのかなと私自身は、伺っていて思ったところであ

ります。

　今日のテーマはですね、本当は「こどもたちの笑顔

がいきかう地域づくり」この笑顔がいきかうという

ところも、お互い知り合いだから笑顔になって挨拶

をしたり、つながっていけるそういう関係がですね、

さっき早坂先生が後姿でほっこりする写真を見せて

いただきましたが、ああいうつながりを各地域が作

ることは、それぞれご参加の方が皆さん自分ででき

ることだと思います。そういうはじめの一歩から、

進めていきたいなと思いました。
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　本当に、貴重な機会をいただきましたことを感謝

申し上げたいと思いますし、素敵な人選によって、

いろんな視点からお話を聞けることができましたの

で、ご担当の子育て支援課にも御礼を申し上げたい

と思います。

　そして、お帰りのときにこの部屋を出ましたら、

すぐそこに「こどものこえ展」のポスターが貼って

ございます。是非、これは乳幼児の加賀市のお子さ

んたちが描かれたポスターであります。

　地域がつながっていく元は、乳幼児期にこどもと

保護者や、いろんな地域の人がつながっていくこと

が、さらに小学校・中・高とつながるためにも重要

なところでございます。是非、一歩外でちょっと足

をとめて見ていっていただけたらと思います。

　それでは、今日は３分時間が延びてしまって申し

訳ありません。改めて、ご発表いただいた皆様に、

拍手をもって終わりにさせていただきたいと思いま

す。ありがとうございました。


